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第 2 章では、能動 2 端子対回路の一方の端子の負荷サセプタンスを変化させたとき、他端からみた
入力コンダクタンスの 3 つの特別の値を用いて、能動 2端子対回路の 4 つの安定係数を関係ずけるこ
とが可能であることを示し、そして、その結果を用いて、 4 つの安定係数を同時に測定できる安定係
数の測定法を提案した。また、安定係数についても、 2 、 3 の考察を行なった。






第 4 章では、第 3 章で述べたニコルス線図と補助曲線を用いると、帰還発振回路の設計が簡単にな
ることを示し、実験結果と比較検討した。
第 5 章では、本論文のしめくくりとして、結果的な記述を行なった。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、 トランジスタ増巾器の設計法に関する研究について述べられ、とくに高周波にわける能
動 2 端子対回路の安定性を中心とした考察から電力利得、最適負荷などを求める新しい方法を提案し、
実験によってこれを確かめている。
その成果を要約すると
(1) 4 種類の安定係数の関連性を明らかにした。
(2) 入出力端子のインピーダンスとの関連において、安定係数に新しい解釈を与えた。
(3) 以上の考察から、安定係数の新しい測定法を見い出した。
(4) 高周波増巾器の新しい図式設計法について考察し、ニコルス線図を用いることを提案し、その
有用性を明らかにした。
などがあげられる。従来から知られている Linvill~去などに比べて、本論文により考察された方法は、
安定係数などを含むより多い設計のパラメータを考慮しながら、最適設計への指針が容易に明らかに
される点においてすぐれているといえる。
以上の研究成果は、高周波増巾器の設計理論に新しい進歩をもたらしたもので、電子通信工学の分
野に貢献するところ大である。よって本論文は、博士論文として価値あるものと認める。
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